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【総会】
　令和 4 年 6 月 3 日 14 時からホテル日航熊本にて、第 9 回通常総会を開催しました。新型コ
ロナウイルス感染症（オミクロン株）の落ち着き感があったことで、税務当局をはじめ、県・
市の税務行政、税務関係団体、受託会社の来賓の皆さまを 3 年振りにお招きして、通常総会の他、
記念講演会と交流会を開催しました。来場される全ての皆さまに、マスク着用と「体調チェック
シート」の記入協力を求め、コロナ感染症拡大防止に努めました。通常総会には、来賓の皆さ
まの他、役員及び会員企業から 226 名の出席がありました。

●竹下会長は、出席された役員及び会員企業の皆さまに次のとおり挨拶されました。
　令和 2 年～令和 3 年の通常総会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止を優先し、ご来賓を
お招きせず、記念講演会及び交流会を中止とし、規模を縮小して通常総会を開催しましたが、本
年は、3 年振りに、これまでの規模に戻って開催できることを大変嬉しく思っています。
　熊本は、平成 28 年 4 月の「熊本地震」から 6 年が経ちました。創造的復興に向けて走り出
したところ、令和 2 年 2 月に、熊本県内で新型コロナウイルス感染者が初めて確認されて以来、
第 1 波から第 6 波と感染拡大が続き今日に至っています。また、令和 2 年 7 月には、未曾有の

「熊本豪雨災害」に見舞われ、熊本は、“度重なる試練”に立たされていると言えるかもしれま
せん。一方、最近の日本経済は、コロナ禍による行動制限 ･ 自粛等による個人消費の低迷に加
えて、ウクライナ情勢が一因となって、ガソリン価格の高騰が続き、加えて、日米の金融政策の
違いが明確になったことで円安が進み、“資源価格と原材料の高止まり”が企業収益の圧迫を招
いています。このような経済環境ではありますが、熊本県は明るい話題が出てきています。1 つ
は、台湾の半導体大手「TSMC の進出」です。半導体は世界規模で不足しており、長期にわた
り安定した受注が見込まれ、半導体関連業だけでなく、多くの企業にビジネスチャンスが訪れる
と期待されています。もう 1 つは、「外国人観光客」の入国制限の緩和です。特に、日本を含む
30 の国や地域が参加したイベント「第 4 回アジア太平洋 ･ 水サミット」が熊本で開催され、熊
本の自然である「阿蘇の水」「熊本の地下水」に関し世界に向けて情報発信されたことは、観
光の呼び水になると期待しています。
　令和 3 年度もコロナ禍という制約がありましたが、この様な時にこそ「法人会が果たすべき
役割」があると思います。法人会は、「税を味方に、強い経営を。」というスローガンを掲げ、
企業の事業継続を支援するために、コロナ対策等を盛り込んだ「税制改正要望」等を取り纏め、
国や地方に対して積極的に提言活動を行うこと。そして、企業の健全な発展を支援するため、「新
しい税情報の提供や研修活動」を行うこと。更には、企業価値の向上を支援するため、3 密を
避けた「会員相互の交流 ･ 情報交換」を促進することではないかと思います。これらは、熊本
法人会として、これまでも取組んできたことでありますが、これからも、引き続き取組んでいく
べき、私どもの「根幹となる役割」だと思っています。

竹下会長のあいさつ 大塚監事による監査報告

第９回　通常総会 開催
  開催日：令和 4 年 6 月 3 日（金）　場所：ホテル日航熊本
時　間：14 時 00 分〜 19 時 00 分

来賓の皆さま
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　役員 ･ 会員の皆さまをはじめ、青年部会や女性部会の皆さま、税務行政 ･ 税務関係友誼団体
･ 受託会社の皆さまには、様々な局面において、ご支援をいただいたことに「感謝」と「お礼」
を申し上げます。
　ところで、本会は、令和 5 年 6 月に大きな節目を迎えます。熊本西法人会と熊本東法人会が、
平成 26 年 4 月に新設合併して「創立 10 周年」となります。どの様な形で「創立 10 周年」を
迎えるかを、役員 ･ 会員の皆さまのご意見やご要望を伺いながら、記憶に残る周年事業にした
いと思います。
　また、法人会向けの「福利厚生制度」が創設されて、「50 周年」を迎えています。これまで以上に、
各委員会が連携して、「制度の充実」及び「50 周年関連事業」等に取組んでいく方針ですので、
ご協力をお願いいたします。

《議案審議……提案議題は原案どおり承認》
　総会では、竹下会長のあいさつに続き議案審議に入り、①令和 3 年年度事業報告　②令和 3
年度収支計算報告　③役員一部改選（案）の議案が提案され、審議の結果いずれも満場一致で
原案どおり承認されました。承認に続き、④令和 4 年度事業計画　⑤令和 4 年度収支予算につ
いては、理事会承認事項として報告されました。
　また、総会終了後、役員一部改選承認に伴い、業務執行理事選定のため第 2 回理事会を開催し、
藏本真史氏が副会長に承認されました。その後、表彰式及び感謝状の贈呈式を行いました。

【記念講演会】
演    題： 最近の金融経済動向
講    師： 日本銀行熊本支店　支店長　髙野　裕幸　氏
講演内容： ① 日本銀行について（物価の安定と金融システムの安定に関して）
　　　　   ② 経済情勢（日本経済と新型コロナウイルス感染症に関して）
　　　　   ③ 物価情勢（ウクライナ情勢と日本経済への影響に関して）
　　　　　 ④ 金融政策運営（金融緩和への対応に関して）

【交流会】
　交流会は、ピアニストの志娥慶香（しが　けいこ）さんが奏でるクラッシックの旋律で幕か開
き、和やかな雰囲気の中で、会員企業と来賓の皆さまとの親睦が深められました。

藏本副会長の就任あいさつ 高加入率支部表彰
稲葉多恵子支部長

感謝状の贈呈
大同生命 堀田裕実さん

日本銀行熊本支店
髙野支店長

住永副会長のあいさつ 熊本東税務署
高山署長のあいさつ

大同生命保険　熊本支社　
小林支社長のあいさつ

ピアニスト
志娥慶香さん
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令和 4 年度　事業計画
自　　令和 4 年 4 月1日
至　　令和 5 年 3 月31日

♦︎事業活動の基本方針

　法人会は、税のオピニオンリーダーとして、税に関する研修活動･情報提供を通じて納税道義の
高揚と税知識の普及啓蒙を図り、企業の健全な発展を支援する。また、会員相互の交流･情報交換を
促進して企業価値の向上を支援する。併せて、地域に密着した社会貢献活動に取組み、地域の振興
への寄与と地域の未来を担う人材の育成を支援する。
次に、中小企業の立場から望ましい税制･財政のあり方について、調査研究を行い、税制提言活動を
通じて企業の事業継続の支援や地域の人々が安心して暮らせる社会づくりに貢献する。
事業の公益性と社会貢献度を更に高めることに努め、公益法人としての社会的使命を果たすこと
によって、会員の輪を広げ、法人会の存在意義を確立する。
　新設合併して9年目となる本会は、全国440単位会の「目標となる法人会」として、10周年に向
け、各専門委員会や支部並びに部会の事業活動を通じて、会員及び不特定多数の多くの一般の方
に、その使命が広く浸透するよう価値ある知識と正しい情報を迅速に提供する。

Ⅰ　税を巡る諸環境の整備改善等を図るための事業　〔 公１ 〕

１. 税知識の普及を目的とする事業
　⑴新設法人説明会の開催　⑵税務研修会の開催
２. 納税道義の高揚を目的とする事業
　⑴納税表彰者の推薦　⑵税に関する作品の表彰　⑶税金クイズ大会の実施
　⑷租税教室　⑸税に関する絵はがきコンクールの実施　⑹税務相談所の開設
　⑺ホームページ及び広報誌による税情報の発信
３. 税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業
　⑴税制改正の提言及び提言書を関係機関へ提出　⑵全国青年の集いへの参加
　⑶全国女性フォーラムへの参加

　　
Ⅱ　地域の経済社会環境の整備改善等を図る事業　〔 公２ 〕

１. 地域企業の健全な発展に資する事業
　⑴実務セミナーの開催　⑵新入社員合同入社式並びに研修会の開催
　⑶支部や部会での研修会の開催　⑷簿記講座の受講支援
２. 地域社会への貢献を目的とする事業
　⑴各種ボランティア活動　⑵環境保全及び地域支援活動　⑶地域の祭り･イベントの支援
　⑷文化･芸術･自然を育む活動　⑸スポーツを通じた活動
　⑹小･中学校へ書籍や交通安全グッズ等の寄贈　⑺講演会の開催

Ⅲ　その他の事業（ 相互扶助等事業 ）

１. 会員の交流及び会員支援のための事業　〔 他１ 〕
　⑴通常総会終了後の交流会　⑵新年賀詞交歓会　⑶チャリティゴルフ大会　
　⑷交流親睦会　⑸スポーツ大会　⑹経営者大型保障制度の普及推進
　⑺ビジネスガードの普及推進　⑻がん保険制度の普及推進
　⑼貸倒保障制度（取引信用保険）の普及推進　
　⑽まごころ共済（自動車事故費用共済）の普及推進　⑾会員特典の普及推進

　　　
Ⅳ　各委員会関係
　１. 総務委員会関係　２. 組織委員会関係　３. 事業研修委員会関係　４. 税制委員会関係
　５. 広報委員会関係　６. 厚生委員会関係　７. 支部関係
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令和 4 年度　収支予算書
令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月31日まで

（単位 : 円）
科　目 予算額 前年度予算額 増  減

Ⅰ一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部

（１）経常収益
基本財産運用益 2,000 3,000 ▲ 1,000
　基本財産受取利息 2,000 3,000 ▲ 1,000
受取会費 36,703,800 36,861,660 ▲ 157,860
　正会員受取会費 36,621,000 36,776,460 ▲ 155,460
　賛助会員受取会費 82,800 85,200 ▲ 2,400
事業収益 650,000 650,000 0
　研修事業収益 620,000 620,000 0
　広報事業収益 30,000 30,000 0
受取補助金等 28,407,000 28,304,600 102,400
　受取県連補助金 315,000 315,000 0
　受取全法連補助金 28,092,000 27,989,600 102,400
受取負担金 2,586,000 2,517,000 69,000
　青年部会受取負担金 1,800,000 1,692,000 108,000
　女性部会受取負担金 786,000 825,000 ▲ 39,000
雑収益 252,000 252,000 0
  受取利息 2,000 2,000 0
  雑収益 250,000 250,000 0
経常収益計 68,600,800 68,588,260 12,540

（２）経常費用
事業費 55,516,647 56,625,393 ▲ 1,108,746
管理費 13,060,637 11,937,381 1,123,256
経常費用計 68,577,284 68,562,774 14,510
　評価損等調整前当期経常増減額 23,516 25,486 ▲ 1,970
　評価損益計 0 0 0
　当期経常増減額 23,516 25,486 ▲ 1,970
２．経常外増減の部

（１）経常外収益
経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用
経常外費用計 0 0 0
　当期経常外増減額 0 0 0
　税引前当期一般正味財産増減額 23,516 25,486 ▲ 1,970
　法人税、住民税及び事業税 81,000 81,000 0
　当期一般正味財産増減額 ▲  57,484 ▲ 55,514 ▲ 1,970
　一般正味財産期首残高 65,260,425 65,419,656 ▲ 159,231
　一般正味財産期末残高 65,202,941 65,364,142 ▲ 161,201
Ⅱ指定正味財産増減の部
受取補助金等 28,092,000 27,989,600 102,400
　受取全法連助成金 28,092,000 27,989,600 102,400
一般正味財産への振替額 ▲  28,092,000 ▲  27,989,600 ▲ 102,400
　一般正味財産への振替額 ▲  28,092,000 ▲  27,989,600 ▲ 102,400
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 0 0 0
　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ正味財産期末残高 65,202,941 65,364,142 ▲ 161,201
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令和 4 年度　熊本法人会の役員一覧
【本部】�

役職名 氏名 法人名
会 長 竹下　　英 （学）加寿美学園
副 会 長 松本　　繁 松本実業㈱

住永　金司 熊本交通運輸㈱
出田　信行 大熊本証券㈱
木下　　顕 ㈱静岡塗装組
安武洋一郎 ㈱アクセス
梅元　昭宏 ㈱梅元経営経理事務所
藏本　真史 ㈱ワンスフィールド
田邉　由子 ㈲花もめん

専務理事 田中　賢史 （公社）熊本法人会
常任理事 中島　憲行 （資）中島石油

志水　一博 ㈱志水工務店
阪本　憲市 ㈲肥後そう川
川田　　昇 ㈱相互電工
上田　博仁 ㈲博栄堂印房
渡部　展行 ㈲渡部晴光堂
稲葉多恵子 ㈱熊本駅構内タクシー
原野　利一 ㈱はらの
吉弘　桂子 吉弘鋼材㈱
堤　隆一郎 堤化学㈱
原田　裕士 ㈱三島紙行
大住　裕司 ㈱光助

監 事 大塚　二郎 ㈲ウィズダム
井星　伸一 熊本信用金庫
志岐　祥子 志岐祥子税理士事務所

相 談 役 門垣　逸夫 熊本朝日放送㈱
理 事 渕田美恵子 ㈱ツカサ創研

青木　祐心 ㈲レモンフーズ
吉本　典子 佐藤白蟻工業㈱
川口　雄三 ㈱トムス
杉本　信一 ㈱杉本工務店
猪本　恭三 熊本県海産物仲卸（協）
永田　　求 ㈱アスリートクラブ熊本
東　　秀優 ㈲エクセルバランス
西村　辰則 ㈱辰グループ
鬼塚　龍彦 ㈲サン技研
浅井　茂宏 ㈲お菓子のあさい
山角　智秀 ㈱中九州アイエス

（敬称略 ）

役職名 氏名 法人名
理 事 丸山　　稔 ㈲丸山商店

島﨑　克也 ㈲阿蘇エンタープライズ
田上　洋一 田上自動車㈱
山内　　浩 熊本流通団地（協組）
中川　　剛 ㈱野田市電子
深水　　進 ㈱深水建設
新道　欣也 ㈱お風呂のシンドー
立山　由生 ㈱ワイエンタープライズ
赤池賢太郎 旭タクシー㈱
馬場口一利 ㈲正文堂
坂本　　浩 熊本商工会議所
左座　真治 ㈱大和電業
笹原　健嗣 ㈱建吉組
田淵　　浩 ㈱鶴屋百貨店
清田　好彦 熊本市農協青色申告会法人部会
小山　太郎 ㈱河北本店
中尾　　浩 ㈲中尾石油
黒田　　直 南九州税理士会[黒田税理士事務所]
坂口　滋一 ㈱アテック熊本
吉村　浩之 ㈱ミユキコーポレーション
本道　幸司 ㈲本道建設
本田　勝蔵 淡路機材㈱
楳木　寛丈 ㈱ライフアース
鹿子木裕二 （医）富尾会　桜が丘病院
甲斐　俊寿 甲斐土木工業㈱
岩永　一宏 ㈱岩永組
波佐間英樹 ㈱愛光社
寺本　光秀 ㈲第一交通タクシー
田原　誠也 上通商栄会[㈱田原洋装店]
原　　裕一 蛇の目ブロック㈱
鳥丸　克彦 （資）鳥丸八十七商店
西山　　崇 綜合企画㈱
佐藤　　敬 ㈲佐藤保温
上村　真也 ㈱新東洋車体
福田　賢成 ㈱カネイチ
永野　順也 ㈱永野商店
島村　康郎 ㈱グリーン住宅
堤　　泰之 ㈱リアルサービス
米田　博之 ㈲坂本金物店

【青年部会】　　　　　　　　　　　　　　�（敬称略 ）

役職名 氏名 法人名
部 会 長 藏本　真史 ㈱ワンスフィールド
副部会長 三好　正太 旭緑化開発㈱

米田　博之 ㈲坂本金物店
楢橋　一玄 ㈱ナラハシ
鷲山　　肇 (福)はちす福祉会
渡邉　一史 ㈱花のワタナベ

【女性部会】　　　　　　　　　　　　　　�（敬称略 ）

役職名 氏名 法人名
部 会 長 田邉　由子 ㈲花もめん
副部会長 伊藤　敦子 ㈲再生資源リサイクルセンター

城下奈奈美 ㈲城下建設
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令和 4 年度　熊本法人会の支部長一覧

西地区（31支部）
支　部 氏　名 法人名

城 東 第1 田原　誠也 上通商栄会[㈱田原洋装店]
城 東 第2 田淵　　浩 ㈱鶴屋百貨店
慶 徳 西村　辰則 ㈱辰グループ
五 福 鳥丸　克彦 (資)鳥丸八十七商店
一 新 上田　博仁 ㈲博栄堂印房
壺 川 西山　　崇 綜合企画㈱
碩 台 馬場口一利 ㈲正文堂
春 日 稲葉多恵子 ㈱熊本駅構内タクシー
古 町 赤池賢太郎 旭タクシー㈱
向 山 中川　　剛 ㈱野田市電子
黒 髪 田上　洋一 田上自動車㈱
楠･武蔵ヶ丘 甲斐　俊寿 甲斐土木工業㈱
陳内･上龍田 新道　欣也 ㈱お風呂のシンドー
竜田･弓削 志水　一博 ㈱志水工務店
清 水 永野　順也 ㈱永野商店
池 田 鹿子木裕二 (医)富尾会　桜が丘病院
城 西 浅井　茂宏 ㈲お菓子のあさい
花 園 吉村　浩之 ㈱ミユキコーポレーション
高 平 台 堤　隆一郎 堤化学㈱
白 坪 猪本　恭三 熊本県海産物仲卸(協)
日 吉 東 波佐間英樹 ㈱愛光社
日 吉 西 小山　太郎 ㈱河北本店
川 尻 深水　　進 ㈱深水建設
西 部 福田　賢成 ㈱カネイチ
北 部 川田　　昇 ㈱相互電工
天 明 本道　幸司 ㈲本道建設
河 内 中尾　　浩 ㈲中尾石油
飽 田 鬼塚　龍彦 ㈲サン技研
流 通 団 地 山内　　浩 熊本流通団地(協組)
富 合 杉本　信一 ㈱杉本工務店
熊本市農協(西) 清田　好彦 熊本市農協青色申告会法人部会

東地区（38支部）
支　部 氏　名 法人名

新 屋 敷 川口　雄三 ㈱トムス
九 品 寺 吉本　典子 佐藤白蟻工業㈱
南 熊 本 岩永　一宏 ㈱岩永組
萩 原 西原　茂雄 ㈱西原商店
琴 平 久峨　章義 K＆ I 税理士法人
田 迎 南 亀田　哲也 ㈱亀田建装
田 迎 北 吉村　俊彦 旭電業㈱
本 荘 石原　裕士 東光石油㈱　
御 幸 本田　敬喜 ㈲カメヤ
熊本市農協(東) 清田　好彦 熊本市農協青色申告会法人部会
白山大江国府 尾池千佳子 九州綜合サービス㈱
大 江 安武洋一郎 ㈱アクセス
新 大 江 小川　裕士 ㈱太陽社　　　　　
渡 鹿 山角　智秀 ㈱中九州アイエス
保田窪(本町) 寺本　光秀 ㈲第一交通タクシー
帯 山 安田　敬司 ㈱安田建設
水前寺第1･2 渡部　展行 ㈲渡部晴光堂
水前寺第3 原田　裕士 ㈱三島紙行
水前寺第4 木下　　顕 ㈱静岡塗装組
江 津 出 水 米田　博之 ㈲坂本金物店
神 水 永田　　求 ㈱アスリートクラブ熊本
京塚尾ノ上 楳木　寛丈 ㈱ライフアース
健 軍 島村　康郎 ㈱グリーン住宅
若葉･泉ヶ丘 島﨑　克也 ㈲阿蘇エンタープライズ
花 立 大隈　和浩 東邦設備㈱
西･東健軍 原　　裕一 蛇の目ブロック㈱
長 嶺 第1 前田　真弘 熊本防錆工業㈱
長 嶺 第2 佐藤　　敬 ㈲佐藤保温
御 領 本田　勝蔵 淡路機材㈱
鹿 帰 瀬 森崎　伸晃 善徳丸建材㈱
上 南 部 森山　健蔵 ㈲森脇工業　
下 南 部 近藤　誠也 光進建設㈱
新 南 部 井上雄一朗 ネッツトヨタ熊本㈱
小 山 戸 島 左座　真治 ㈱大和電業
益 城 町 住永　金司 熊本交通運輸㈱
嘉 島 町 中島　憲行 (資)中島石油
御 船 町 丸山　　稔 ㈲丸山商店
甲 佐 町 阪本　憲市 ㈲肥後そう川
山 都 町 田辺　成一 ㈱協信工業

（敬称略 ）
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　令和 4 年度第１回理事会を、4 月 22 日（金）に ANA クラウンプラザホテル熊本ニュース
カイで開催しました。税務当局や受託会社の幹部職員のご来賓の他、役員 49 名の出席があり
ました。
　今回、議案の柱は令和 3 年度事業報告並びに収支計算報告承認の件、役員一部改選（案）承
認の件、表彰状及び感謝状の件の計 4 議案が審議され、全ての議案が承認されました。
　また、報告事項として、受託会社 3 社（大同生命、AIG、アフラック）から、福利厚生制度
創設 50 周年キャンペーンの進捗報告と 50 周年記念商品の説明がありました。事務局からは
会員増強運動の「もっと、前へ、熊本法人会」の成果報告、実務セミナー及びインターネット
セミナーの受講状況、アンケート調査システム登録状況、税制改正に向けた本会としての要望
事項などの説明をしました。

令和 4 年度 第 1 回理事会 開催
  開催日：令和 4 年 4 月 22 日（金）　　場所：ANA クラウンプラザホテル
時　間：10 時 00 分～ 11 時 30 分　　　　　熊本ニュースカイ　

　開催挨拶として、住永厚生委員長から、保険加入によって経営リスクの軽減が図れ、また、
保険を見直すことで経費削減に繋がると説かれました。次に、木下組織委員長から、会員拡大
は法人会を運営する上で必要不可欠であり、多くの経営者が税を理解することで経営にも役立
つと説かれました。法人会の福利厚生事業に携わる受託会社 3 社から、「福利厚生制度創設 50
周年キャンペーン」に取組む姿勢と新商品 ･ 新サービスの説明が以下にありました。また、分
科会では、支部長と推進員とで意見交換が行われました。
①大同生命：創業 120 周年を迎え、保険商品の他、様々な情報や経営支援のためのサービス

を提供し、選ばれる会社を目指していきたい。
② AIG 損害：役員加入率のアップの他、改正道路交通法に対応した「日報＆アルコールチェッ

ク」の記録アプリを利用して欲しい。
③ Aflac：熊本県下で、がん保険給付金保険金は累計 68 億円支払い、会員の皆さんには大き

な支持を得ている。保険料を割安にするため、個人扱いから団体扱いに転入して欲しい。
　最後に、松本総務委員長から法人会 10 周年記念事業に関する説明がありました。

厚生 ･ 組織合同支部長懇談会 開催
  開催日：令和 4 年 7 月 5 日（火）　　　場所：ザ ･ ニューホテル熊本　
時　間：15 時 00 分～ 17 時 15 分　

竹下会長のあいさつ 熊本東税務署
一安副署長のあいさつ

志岐監事の監査報告 AIG　熊本支店　
麦倉支店長の説明

住永厚生委員長のあいさつ 木下組織委員長のあいさつ 松本総務委員長の
10 周年記念事業の説明

分科会での意見交換
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着任のあいさつ

　本年1月1日付人事異動により和歌山県から赴任しました大久保　晴之と申しま

す。

　平素より、『がん保険制度』をはじめとする福利厚生制度の推進につきまして、深い

ご理解とご支援を賜りまして厚く御礼申し上げます。また、会員企業の皆様方には、

当社の推進員が大変お世話になり、心より感謝申し上げます。

　熊本法人会の会員企業の皆様には、がん保険の給付金・保険金として、累計約22億

円をお支払いさせていただいております。会員企業の皆様にがん保険の必要性をご

理解いただいたからこそであり、多くの会員企業の皆様に、お役に立てていると自負

しております。

　そして、会員企業にお勤めの従業員のメリットとしては、お一人様からでも集団扱

いの割安な保険料でご契約いただけます。また、既にご契約いただいているアフラッ

クの保険を代理店を変えることなく、また保障内容も変えることなく、法人会扱いに

変更することも可能です。この仕組みをご存じない会員企業の皆様も多いと聞いて

おりますので、まずは、法人会のこの素晴らしい仕組みを知っていただく活動も積極

的に行って参ります。

　アフラック熊本支社では、『KUMAもっと！活動』をキャッチフレーズに、一人でも

多くの熊本県民の皆様にもっと『安心』と『信頼』と『感謝』をお届けする活動を実施し

ております。「『生きる』を創る」リーディングカンパニーとして、1社でも多くの会員

企業の皆様にお役に立てるよう法人会福利厚生制度の普及に取り組んでまいります

ので、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。公益社団法人熊本法人会

の益々のご健勝とご発展を祈念いたしましてご挨拶とさせていただきます。

アフラック生命保険株式会社

熊本支社長　大久保　晴之
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税務署だより
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